
日本物理学会 第８１回年次大会 東京大学 

領域 8インフォーマルミーティング 議事録 

 

日時：9月 16日 12:30～13:30 @ 東京大学駒場キャンパス A104 

議長：有馬孝尚（領域代表、東大新領域、理研 CEMS） 

司会：水野竜太（運営委員代表，阪大） 

書記：森本高裕 (書記、京大) 

 

【議題】 

・学生優秀発表賞 受賞者の紹介 

受賞者が紹介され、賞状が授与された。 

 

 

議題 1：プログラム編集について（水野） 

プログラム編成・講演数等について報告がなされた。 

 

一般事項 

1. 全てのセッションが現地開催。講演・聴講ともにオンライン参加なし。 

2. 最終日午後の講演なし。 

3. 領域 8主催のシンポジウム(1件)は以下のように設定した： 

・「Electronic correlation, superconductivity, and thermoelectric properties 

in high entropy alloy materials」 2日目午後 

4. 2024, 2025 年次大会と比べ講演者の総数に大きな変化はないものの、徐々に減少。 

反省点 

1. 午後の終了時間を勘違いしており、運営委員の先生方に並び替えをお願いする直前



で慌てて修正する羽目になった。 

2. 領域 8 のホームページや引き継ぎ資料を AI に読み込ませ、情報を整理することを

試みたが、古い情報や過去の委員の個人的な考えなども混在しており、うまく整理

できなかった。現状では人間が読んでも必要な情報を把握しづらくなっているため、

ホームページも含め、情報の整理・更新を進めた方がよい。 

 

 

 

 

                   

           
        

          
         
           

            
        

         
        
          

           
        

          
         
           

            
                        
                

                      

 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

                         

   

   

   

   

   

   

    

    

                   

                      

                 

   

    

   



 
 

議題 2：次期領域運営委員の紹介（水野） 

次期領域運営委員の紹介が行われた。 

 

 

議題 3：次々期運営委員の推薦・承認（水野） 

次々期運営委員の推薦・挨拶ののち、承認された。 

低温・実験  長田礎   東京大学 

低温・理論  森 仁志      東北大学 

磁性・理論  渡邉 光           北海道大学 

磁性・実験  草ノ瀬 優香   名古屋大学 



磁性・実験    今 布咲子        北海道大学 

 

議題 4：次々期領域副代表の推薦・承認（栁瀬） 

次々期領域副代表が推薦され、承認された。 

求幸年（東大） 

 

議題 5：領域委員会報告（有馬） 

シンポジウム提案等の報告が行われた。 

 

一般シンポジウム： Electronic correlation, superconductivity, and thermoelectric 

properties in high entropy alloy materials 

理事会企画シンポジウム：“Frontiers of Superconductivity: From Strong Correlations 

to Quantum Materials” 

招待講演：”Magnetism of low-dimensional orbital-selective Mott phase”, Herbrych 

Jacek  

チュートリアル講演：”結晶の対称性と電子状態”, 播磨尚朝 

（なお、特例として共催シンポジウムが全体で 7件承認された。） 

オンライン大会に関する検討―＞継続の方向 

 

議題 6：領域再編について（有馬） 

領域再編の方針、プログラムユニットの構成について説明、議論が行われた。 

 

有馬代表からの説明： 

8 月 18日に臨時領域委員会が開催され、領域再編の骨子案が示された 

基本方針 

•「プログラム・ユニット」～プログラム編成を行うためのコミュニティの単位 

•プログラム・ユニットを組み合わせて物性分野全体を再編する。 

•各領域の規模が同程度になるように再編する（領域 13は除外）。 

プロセス 

•プログラム・ユニットの確定（9月中に各領域から提出、WGで改訂、提示） 

• 2027 年 9月をめどに方針を固める 

• 2028 年 9月年次大会を目標に領域再編 

 

提示されたプログラム・ユニット v0のうち領域８関連とされたもの 



 

 

今回の年会のプログラム編成（色は関連するプログラムユニット） 

 

 

以下議論： 

・プログラムユニット（PU）の構成についての議論（PU を足すかどうか、今年のプログラ

ムとの紐づけなど） 

- 相転移、強相関を PUとしていれたい 

- 多極子を磁性の主要キーワードか PUとしていれたい 

- 強相関・重い電子系を PUとしていれたい 

- 磁性とスピン系を一緒にすべき（領域３と８の重複の解消） 

- 熱電をどういれるか？―＞「熱輸送」をプログラム・ユニットとしていれ、領域８でない

人も参入してもらうとよいのでは。 

 

・今後の領域再編の方針について 

- プログラム・ユニット群をいくつかの領域にわける。今より領域を大きくし、人数を同

じくらいの領域へと再編する方針 

- 領域再編のワーキンググループ(WG)が作られて、そこで議論される。ＷＧメンバーが各

領域の意見をいれながら PU群を新領域にまとめていく 

- キーワードの重複については？―＞可能な限りさけていくが、境界領域は領域合同セッ

ションなどで解消することになるのでは 

- 今後の再編のスパン・運用方針は？―＞WGで議論すると予想される。少なくとも５年以

上のはず。 

- 2028 年度 9 月以降の学会の申し込み方は？―＞再編後の領域に申し込んで、新キーワ

プログラム・ユニット 現領域 主 キーワード

磁性 3,8 化合物磁性、磁性一般

スピン系 3,11,7,8 量子スピン系

二次元・層状物質 4,7,8 グラフェン、ディラック電子系、層状物質

トポロジカル 1,3,4,5,7,8,9

超伝導 6,7,8 低温、超伝導、密度波



ードをあげる。 

- キーワードを適切に入ってない場合がある。PU への割振りはだれがやるのか？―＞新

領域内でとじて割り振りを行うはず。再編後の領域の運営委員でやることになるはず。 

- PU は領域間でシェアされるか？―＞再編後の PUは必ず一つの領域が担当する。運用開

始後重なってくる部分は今後議論。 

- 今後の手順は？―＞９月中に提案のたたき台のバージョンを領域８内で諮る。その後学

会事務局へ案を提出する。 

 

 

議題 7：領域 8学生優秀発表賞について（有馬） 

次回学生優秀発表賞について周知がなされた。 

 

 

議題 8：その他（有馬） 

榊原さんから SCF２０２６（鳥取で１０月開催）の紹介が行われた。 
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